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5， 10. 25μMを加えるとそれぞれ19.1， 5. 9. 5. 6%と減少し有意果を認めた。
(2) TMSclの彩符であるが.D削5耐単独で4倍体形成率は30.8%であったのに対し.11時Se!を5.10酬を加え
るとそれぞれ15_4. 12.1%と減少し有志:差を認めた。












Fi uorcscenじePlus Gi 抑制法により検;、fしたものである、熊機セレン化合物とし'亡はEセレン骸ナト J)ウ
ムCselenitc)を.fJ機セレンイヒ合物としてはその最終代謝民主物であるヨウ化トリメチルセレノニウム
-22!l-
(TMSel)をJ-I-jいた。
解析の結果.DMA単独に比べ，低濃度のscleniteおよびTMSeIの添加により分裂指数が増加することが判
明した。 5酬のDMAによる 4倍体形成半(34.2%)は5.10および25μMのselenite添加によりそれぞれ19.1%.
5.9%および5.6%に抑制されたのまた.2.5酬のlMAによる 4倍体形成率(22.2%)も5および10μ
Mのselenitc添加により，それぞれ6.1%およびri.6%に抑制された"5酬のD~による 4 倍体形成率(30.8%)
は5および101削のTMScI添加により，それぞれ15.4%および12.1%に抑制されたのまた2.51刷による 4イ母体
形成率(29.3%)も5.10および25nMのTMScI添加により，それぞれ7.9%.8.8%および0%に抑制された。
DMAのH古-体形成作用はseleniteおよび‘TMSeIにより抑制されたが，前者の作用は後者の約1000倍強かっ
fニ。
以上の研究成果は，セレンの発結予防機呼の解明に大きく寄与するものであり，著者は博十(院学)の
学位を綬与されるに値するものと判定された。
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